
岐阜県DPC分析レポート
2018年度～2020年度3か年比較

岐阜県内医療機関DPCデータ提供

資料 ２



分析対象の状況 -岐阜県全体 -

 岐阜県内のDPCデータ提供医療機関からDPCデータを収集し、2018年度-2020年度3か年での変化について分析

2018年度-2020年度3か年分のデータあり

47施設が本DPCレポートの分析対象



対象：2018~2020年度の
3か年データ提供有り47施設MDC別退院患者数比較

03耳咽喉系対前年比 -24.6% 04呼吸器系対前年比 -30.2% 15小児疾患対前年比 -41.1% 対前年比 -9.3%

対前年比 -0.1%

18その他対前年比 +84.0%

2018年度~2020年度 岐阜県



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -岐阜県全体 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率

-0.1%

-9.3%

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
があり、退院患者数が前年度より約1.8万人の
減少（△9.3％）となっている。



イ.入院時年齢階層別退院患者数 -岐阜県全体 -
 年齢階層別退院患者数  構成比

 2020年度では、2019年度に比べ全体的に退院患者数は減少。特に14才
以下の小児患者の減少が大きく、約35%の減少となっている。

 構成比で見ると、年度が進むにつれ75才以上の構成比が増加。
14才以下の退院患者数割合が減少したこともあり、高齢者が占め
る割合が増加している。



ウ.入院経路別退院患者数 -岐阜県全体 -
 構成比 入院経路別退院患者数

 入院経路別で見ると、家庭からの入院が2020年度前年度比で約
10％の減少している。

 構成比で見ると、家庭からの入院が2019年度は減少したものの
2020年度は持ち直し、他院や介護福祉施設からが年々増加してい
る。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -岐阜県全体 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、予定外入院は年々減少、予定入院も2020年
度は前年度比で約１割減少する一方、救急医療入院等は年々増加している。

 構成比で見ると、予定外入院が年々減少し、救急医療入院等
の入院患者の構成比が年々増加している。



オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -岐阜県全体 -
 救急車搬送あり・退院患者数(県内・東海地区・その他地域）  構成比

 救急車搬送有で見ると、岐阜県内に住所地がある退院患者数は微減と
なっているが、隣県（愛知・三重）は大きく減少している。

 構成比で見ると、岐阜・飛騨圏域は年々増加し、西濃・中濃圏域、
隣県（愛知・三重）は年々減っている。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -岐阜県全体 -
 退院患者数(東海地区・その他)  構成比

 紹介患者数で見ると、岐阜県内に住所地がある退院患者数は全体的に2019
年度は対前年度増加していたが、2020年度は約10％程度減少している。

 構成比で見ると、中濃圏域、隣県（愛知・三重）は減少している。



岐阜圏域



MDC別退院患者数比較

0２眼科系対前年比 -20.3% 04呼吸器系対前年比 -25.8% 15小児疾患対前年比 -35.8% 対前年比 -9.2%

対前年比 0.9%

18その他対前年比 +61.4%

2018年度~2020年度 -岐阜圏域 -



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -岐阜圏域 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率 -9.2%

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
があり、退院患者数が前年度より約8千人の減
少（△9.2％）となっている。

+0.9%



イ.入院時年齢階層別退院患者数
 構成比

-岐阜圏域 -
 年齢階層別退院患者数

 2020年度では、2019年度に比べ全ての年齢層で患者数は減少。特に14才
以下の小児患者の減少が大きく、約25%の減少となっている。

 構成比で見ると、年度が進むにつれ、14才以下の退院患者数は減少
し、一方、75才以上は増加している。



ウ.入院経路別退院患者数 -岐阜圏域 -
 構成比 入院経路別退院患者数

 入院経路別で見ると、 2020年度対前年度比で、家庭及び介護施設等
からの入院が約10％、院内出生が約55%の減少となっている。

 構成比で見ると、2020年度は、前年とほぼ同様の状況。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -岐阜圏域 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、予定外入院は年々減少、予定入院も2020年度は
前年度比で約10%減少する一方、化学療法、救急医療入院等は年々増加している。

 構成比で見ると、予定外入院が年々減少し、救急医療入
院等の入院患者が年々増加している。



オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -岐阜圏域 -
 救急搬送あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 救急車搬送有で見ると、圏域内及び中濃、東濃圏域からの退院患者数
は増加しているが、飛騨圏域や隣県（愛知・三重）からはそれぞれ約
25％減少している。

 構成比で見ると、2020年度は圏域内が増加し、西濃や飛騨圏域、隣
県（愛知・三重）は減少している。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -岐阜圏域 -
 紹介あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 紹介患者数で見ると、圏域内も含め全体的に年々減少している。隣
県の愛知県からも年々減少している。

 構成比で見ると、圏域内は78%台で推移している。



西濃圏域



MDC別退院患者数比較

03耳咽喉系対前年比 -23.8% 04呼吸器系対前年比 -34.0% 15小児疾患対前年比 -28.6% 対前年比 -7.4%

対前年比 1.2%

18その他対前年比 +100.7%

2018年度~2020年度 -西濃圏域 -



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -西濃圏域 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率

+1.2%

-7.4%

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
があり、退院患者数が前年度より約2.3千人の
減少（△7.4％）となっている。



イ.入院時年齢階層別退院患者数
 構成比

-西濃圏域 -
 年齢階層別退院患者数

 構成比で見ても、14才以下の小児患者は、2020年度の減少が大きい。 2020年度は、2019年度に比べ全体的に退院患者数は減少。特に14才以下
の小児患者の減少が大きく、約36%の減少となっている。



ウ.入院経路別退院患者数 - 西濃圏域 -
 構成比 入院経路別退院患者数

 入院経路別で見ると、2020年度は、他院、その他は増加し、介護
施設等からの入院は約10%以上減少している。

 構成比で見ると、家庭からの入院が9割を占めているが、院内出生
と共に年々やや減少している。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -西濃圏域 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、予定入院は年々減少しているが、化学療法目的の予
定入院は年々増加している。2020年度の救急医療入院等は、約40％減少している。

 構成比で見ると、2020年度に予定外入院が約10%増
加している。



 構成比

オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -西濃圏域 -
 救急搬送あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）

 救急車搬送有で見ると、2020年度は、中濃圏域を除いて退院患者数
が減少している。圏域内は年々やや減少傾向であり、隣接する岐阜圏
域は約21％の減少となっている。

 構成比で見ると、2020年度は圏域内が増加し、他は横ばいか減少し
ている。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -西濃圏域 -
 紹介あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 紹介患者数で見ると、圏域内と岐阜圏域で約97％を占めている。  構成比で見ると、西濃圏域が90％を占める。中濃圏域は年々微増、
他は2020年度は減少している。



中濃圏域



MDC別退院患者数比較

03耳咽喉系対前年比 -27.8% 04呼吸器系対前年比 -36.6% 15小児疾患対前年比 -58.0% 対前年比 -12.3%

対前年比 -1.2%

18その他対前年比 +181.5%

2018年度~2020年度 -中濃圏域 -

02眼科系対前年比
-28.1%



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -中濃圏域 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率

-1.2%

-12.3%

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
があり、退院患者数が前年度より約3.8千人
（△12.3％）の減少となっている。



イ.入院時年齢階層別退院患者数
 構成比

-中濃圏域 -
 年齢階層別退院患者数

 2020年度は、2019年度に比べ全体的に退院患者数は減少。特に14才以
下の小児患者の減少が大きく、約47%の減少となっている。

 構成比で見ても、14才以下の2020年度の減少は大きい一方で、
その他の年齢区分はほぼ横ばいである。



ウ.入院経路別退院患者数 -中濃圏域 -
 構成比 入院経路別退院患者数

 入院経路別で見ると、2020年度は院内出生は増加している。
 構成比で見ると、家庭からの入院が約9割近くを占めているが、

年々やや減少している。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -中濃圏域 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、救急医療入院等は、年々増加している。
一方、予定外入院や化学療法目的予定入院は年々減少している。

 構成比で見ても、救急医療入院等は大きく増加している。



オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -中濃圏域 -
 救急搬送あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 救急車搬送有で見ると、2020年度は退院患者数が減少している。圏
域内の退院患者数は、年々減少傾向にあり、隣接する東濃圏域からは
約40％以上減少している。

 構成比で見ると、2020年度は圏域内が増加している。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -中濃圏域 -
 紹介あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 紹介患者数で見ると、2020年度は全体的に大きく減少しており、圏域
内が約25%の減少となっているほか、全ての圏域で減少している。

 構成比で見ると、飛騨圏域がやや増加している。



東濃圏域



MDC別退院患者数比較

03耳咽喉系対前年比 -29.8% 04呼吸器系対前年比 -33.3% 15小児疾患対前年比 -50.5% 対前年比 -10.1%

18その他対前年比 +108.5%

2018年度~2020年度 -東濃圏域 -

08皮膚科対前年比 -24.9%

対前年比 -0.9%



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -東濃圏域 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率

-0.9%

-10.1%

2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響
があり、退院患者数が前年度より約3.4千人
（△10.1％）の減少となっている。



イ.入院時年齢階層別退院患者数
 構成比

-東濃圏域 -
 年齢階層別退院患者数

 2020年度は、2019年度に比べ全体的に退院患者数は減少。特に14才以
下の小児患者の減少が大きく、約47%の減少となっている。

 構成比で見ても、14才以下の2020年度の減少は大きい。



ウ.入院経路別退院患者数 -東濃圏域 -
 構成比 入院経路別退院患者数

 入院経路別で見ると、家庭及び介護施設等からの入院は年々減少
し、他院・診療所は年々増加している。

 構成比で見ると、家庭からの入院が約9割を占めているが、年々や
や減少し、他院・診療所からは年々やや増加している。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -東濃圏域 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、全体は年々減少しているが、特に2020
年度の予定外入院は、約32%減少している。

 構成比で見ると、予定入院が年々増加している。また、 2020年度
の予定外入院は大きく減少している。



オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -東濃圏域 -
 救急搬送あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 救急車搬送有の退院患者数で見ると、 2020年度は退院患者数が減少
している。

 構成比で見ると、2020年度は圏域内や中濃圏域は増加し、他は横
ばいか減少している。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -東濃圏域 -
 紹介あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 紹介患者数で見ると、2020年度は全体的に減少しているが、対2018年度
では増加している。

 構成比で見ると、圏域内は年々増加し、2020年度は、中濃、西濃
圏域でやや増加している。



飛騨圏域



MDC別退院患者数比較

03耳咽喉系対前年比 -30.7% 04呼吸器系対前年比 -25.3% 15小児疾患対前年比 -31.0%

対前年比 -5.8%

18その他対前年比 +16.2%

2018年度~2020年度 -飛騨圏域 -

09乳房対前年比 -27.5%

対前年比 -4.0%

17精神対前年比 -58.8%



ア.退院患者数と平均在院日数の推移 -飛騨圏域 -

2018年から2019年の
退院患者数の増減率

2019年から2020年の
退院患者数の増減率

-4.0%

-5.8%

2018年度から退院患者数は減少傾向であるが、
2020年度は、対前年度比で約0.8千人（△5.8％）
の減少となっている。



イ.入院時年齢階層別退院患者数
 構成比

-飛騨圏域 -
 年齢階層別退院患者数

 2020年度は、2019年度に比べ全体的に大きく減少。14才以下の小児患
者は約30%の減少に対し、65才-74才は約3％の増加となっている。

 構成比で見ると、 2020年度の14才以下と75才以上は減少す
る一方で、その他の年齢区分は微増している。



ウ.入院経路別退院患者数 -飛騨圏域 -
 入院経路別退院患者数  構成比

 入院経路別で見ると、家庭からの入院、院内出生は年々減少し
ている。

 構成比で見ると、家庭からの入院が88%前後の構成比であるが、
年々減少し、2020年度は他院、介護施設等が微増している。



エ.予定・救急医療入院別退院患者数 -飛騨圏域 -
 構成比 予定・救急医療入院別退院患者数

 予定・救急医療入院別で見ると、化学療法予定入院は、年々減少している。
2020年度の予定外入院は、約31%の減少となっている。

 構成比で見ると、2020年度は、前年度より予定入院が増加し、
予定外入院は、約10%減少している。



オ.救急車搬送有退院患者数(患者住所ベース) -飛騨圏域 -
 救急搬送あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 救急車搬送有の退院患者数で見ると、全体ではほぼ横ばいであるが、
圏域内と東濃圏域は年々増加している。一方、2020年度は他圏域の
退院患者数の減少が顕著である。

 構成比で見ると、圏域内と東濃圏域が増加し、他は減少している。



カ.紹介有退院患者数(患者住所ベース) -飛騨圏域 -
 紹介あり・退院患者数（県内・東海地区・その他地域）  構成比

 構成比で見ると、圏域内が約95％前後で年々推移している。2020年
度は、中濃、東濃圏域が少し増加している。

 紹介患者数で見ると、全体的に年々大きく減少している。


